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■乳井　千尋
入庁以来大半は平野（出納局・出納事務所等）

勤務で、山（ダム建設事務所）へは２回行きまし

たが、海も農林水産部も、青森より東の地での勤

務も、今回が初めてです。

今までの経験を生かして、皆様のお役に立てれ

ばと思っていますので、よろしくお願いします。

■鹿内　長一
農林水産部一筋ですが、最初は農業、次ぎは林業

の仕事を手伝ってきました。４月ついに水産業の仕

事の手伝をすることになりました。研究所の濃い

キャラ・薄いキャラの皆さんに囲まれ、楽しくお水

の仕事をしています。よろしくお願いします。

■高坂　祐樹
浅海環境部の貝毒関係の担当となりました。初

めての勤務地で戸惑いもありますが、心機一転が

んばっていきたいと思いますので、よろしくお願

いします。

■工藤　敏博
増養殖研究所は３度目、魚類部は２度目の勤務

となりますが、19年ぶりということもあって、

以前と比べて魚の飼育方法も変わっており、まる

で浦島太郎になった気分です。

今後は飼育技術の向上に努め、本県の漁業振興

のため努力したいと思いますので、よろしくお願

いします。

■菊谷　尚久
日本海から暖流にのって初めてこの地にやって

きました。まだまだかわいいマダラ・ウスメバル

ちゃんたちは立派な大人に成長してくれるかどう

か？心配の毎日です。

■小笠原敏男
初めての勤務地です。山（林業試験場）から海

への業務ですが、よろしくお願いします。魚類関

係の業務は初めてではないのですが、新鮮な気持

ちで頑張りたいと思います。

■横山　勝幸
３月31日付けで定年退職いたしましたが、再

任用（ハーフタイム）職員として魚類部にお世話

になることになりました。今年度一ヶ年のつもり

ですが、若い人の邪魔にならないように頑張って

務めたいと思います。

■長根　幸人
県職員として採用されて以来、初めての研究職に

就くことになり、磯根資源部に配属となりました。

昨年まで普及業務等において、県南地方の磯根

資源の生産性の向上、衛生管理等に力を入れて参

りましたが、これからは、生物に着眼点を置きな

がら研究者としての目を肥やし、漁業者が理解、

活用できる磯根資源の管理手法等を見出していき

たいと思っておりますので、よろしくお願いいた

します。

陸奥湾には海草藻場が広がり、ヒラメ、カレイ、

ウスメバル、トゲクリガニの育成場、ナマコやウニ

の餌、アイナメの産卵場として、漁業生産にとって

重要な役割を果たしています。また、陸奥湾のよう

な閉鎖的な海域では、底質や海水を浄化するため、

市民生活にとってもかけがえがありません。

しかし、環境庁（省）は、昭和53年以降の13年

間に陸奥湾全体で369ｈａの藻場が消失した－海

草藻場の消失面積としては日本最大－と報告して

います。そこで、平成11年度に陸奥湾藻場マップ

磯根資源部長　桐　原　慎　二

平成16年度新加入メンバーより一言



調査、平成12年度から３年間で「陸奥湾海草藻場

修復試験」に着手しました。詳細は、「藻場造成の

手引き」としてまとめましたが、ここでは、何回

かにわけて、その概要をお伝えしたいと思います。

海 草 と 海 藻

面倒な話で恐縮ですが、どちらも「かいそう」と

呼ばれる、海草と海藻の違いから説明することにし

ます。陸奥湾に生育するアマモ類は「海草」と呼ば

れ、コンブ、モズク、フノリ、岩のりなどの「海藻」

とは全く違う生き物です。

アマモ類は、もともと陸上に生えていたのが海中

まで生育場を広げた種と考えられています。このた

め、根、茎、葉があり、春には稲穂のような枝（花

枝）が伸び、小さな白い花を咲かせます（図１）。

初夏には、米粒とよく似た種子が形成され、抜け落

ちた花枝が海面を漂います。種子は、花穂に10粒

程度、花枝１本に数十粒が形成されます。１本当た

り数千万個の微細（0.009mmくらい）な胞子を作る

マコンブと比べると、種子の数は限られます。
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図１　アマモ類の生活史 図2 陸奥湾の海草藻場分布。緑色の範囲が藻場がみられた場所。

図3 アマモとスゲアマモの分布。○が生育地点と生育量を表す。



海草と海藻は、根の形や機能も大きく異なります。

アマモ類は、砂泥中に地下茎とひげ根を伸長させ、

底質から栄養分を吸い上げて葉や種子に送ります。

この働きで海底が浄化されるのですが、岩盤や転石

場では根も張れないし栄養もないので、そういった

場所に海草の藻場はありません。また、砂層であっ

ても太平洋や日本海など外海に面した砂浜では、ひ

げ根の力が弱く流されてしまいます。一方、マコン

ブは、葉の部分から栄養を吸収し、根のように見え

る部分は付着するだけの役目しかないため、しっか

りと着生できる岩盤・岩礁に藻場を作ります。

海草藻場の分布

藻場修復の前提として、何がどこに生えている

のかを知らなくてはなりません。そこで、1999年

から2000年にかけて陸奥湾全域を約500ｍ間隔で

水深2.5ｍから15ｍにある1240地点を調査しまし

た。その結果、図２に緑色で示したように、約４

千８百ｈａという広範な海草藻場があることがわ

かりました。しかし、各地域で藻場が減った、特

に夏泊半島全域や下北半島の野辺地－横浜ではと

ても少なくなっという話を聞きました。確かに、

そのあたりの海岸線沿いには、数十kmにわたり藻

場がありません。

また、この調査を通じて、陸奥湾ではアマモと

スゲアマモという２種類の海草が藻場を作ってい

ることが分かりました。このうち、アマモは津軽

半島沿岸や大湊湾に、スゲアマモは夏泊半島から

下北半島沿岸にかけて、多くの藻場を作っていま

す（図３）。このふたつの種は、写真のとおり地上

の葉の形はよく似ていますが、地下部分の形が大

きく違っています。アマモは、地面を水平に長く

伸びる地下茎から10－20cm間隔で葉を出します。

一方、スゲアマモでは節の短い地下茎が縦方向に

地中に伸びていきます。このため、クランプと呼

ばれるかたまり状の密生群落を作ります。
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図４　アマモとスゲアマモの水深

別の出現頻度と生産量。

図5 川内地先のアマモとスゲアマモの生育状況。○が生育地点と生育量を表す。



アマモとスゲアマモの生育特性

アマモとスゲアマモの出現頻度（調査点のうち

生育していた地点の割合）と生育量（ｍ２あたりの

重量）を比較してみました（図４）。この結果、ア

マモは、水深５ｍで調査地点の４分の１に出現し、

平均生育量が130ｇ／ｍ２ありましたが、水深10ｍ

では著しく少なくなります。一方、スゲアマモで

は水深10ｍまでは、深くなるほど出現頻度と生育

量が増えました。したがって、スゲアマモはアマ

モより深い場所でも生育できると考えられました。

また、川内地先でのアマモとスゲアマモの生育

状況からは、アマモは北西の季節風が直接当たら

ないような離岸堤内側や、東向きの比較的静穏な

海底に生育するのに対して、スゲアマモでは、岬

の突端を含む波当たりが強い場所にでも生育する

ことが分かりました（図５）。

さらに、生育した場所の砂泥の厚さ（深さ）、粒

径（砂泥粒の直径）と生育量の関係を調べたとこ

ろ、アマモは砂泥の厚さが数十cmと深く、粒径が

0.2mm程度の粒が細かい場所によく生育するのに対

して、スゲアマモでは厚さが20cm以内と砂泥が薄

く、粒が0.5mm前後の粗い場に多く生育することも

分かりました（図６）。海水の動きが激しい場所で

は、海底の砂粒が大きくなる傾向が知られていま

す。この調査からも、スゲアマモは比較的波浪の

厳しい場所でも生育できることがうかがえました。

以上の結果から、さしあたってスゲアマモが多く

生育した東湾からの藻場修復の要望が強いこと、水

深が深く、波が多少荒く、さらに、砂泥が薄い場で

も藻場を造成できる可能性があることから、スゲア

マモを対象とした藻場修復に取り組むことにしまし

た。しかし、これまで、国内はおろか世界中さがし

ても、スゲアマモ藻場の造成のこころみはありませ

ん。このため、ひとつずつ課題を検討、解決しなけ

ればならなかったのですが、これについては次回に

報告します。
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平成16年度青森県水産総合研究センター増養殖研究所職員配置

所　　　長
（田村眞通）

研 究 調 整 監
（小田切譲二）

総 務 管 理 監
（乳井千尋）

魚 類 部 長
（工藤敏博）

磯根資源部長
（桐原慎二）

階 上 町 駐 在
（栽培漁業振興協会）

ほたて貝部長
（小坂善信）

試験船なつどまり
（山田雅治船長）

総括研究管理員
浅海環境部長
（三津谷正）

庶 務 担 当
荒田　茂総括主査、久須美信樹主事、
山形美妙子主事、鹿内長一技能技師

今井美代子総括主任研究員、
高坂祐樹技師、
大水理晴技師

吉田　達総括主任研究員、篠原由香技師、
鹿内満春技能技師

菊谷尚久総括主任研究員、小笠原敏男主事、
横山勝幸技師、川村　要技能技師

仲村俊毅総括研究管理員、木村博聲主幹、
長根幸人主任研究員、佐藤康子技師

山田嘉暢主任研究員

機関長（長津　司）、
二等航海士（高木広美）、
二等機関士（中村義美）、
甲板長（吹越弘光）

図6 アマモとスゲアマモが生育した場所の

砂泥の厚さ、平均粒径、生育量の関係。




